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月から 0 .1 パーセント号｜き上げること等の改
正が行われた。
0文部省組織令の一部を改正する政令





る省令（文部25) 6 ・1 5
0国立大学共同利用機関組織運営規則の一






- 0 -1 2) 6 ・30
諸 議
AQ一品
第14回将来計画ワーキンググループ会議（ 6月1 日 ）
（検討事項）
(1 ) 昭和64年度歳出概算要求について
昭和63年度第2回附属図書館商議会（ 6月1 日 ）
（審議事項）
(1 ) 昭和64年度概算要求について




昭和63年度第 1回大学院委員会（ 6月1 0日 ）
（審議事項）





(1 ) 昭和64 年度概算要求について
(2) 昭和63年度学内予算配分（案）について



























昭和63年度第2回事務協議会（ 6月27 日 ）
（議 題）
(1) 当面の諸 問題について







(1) 昭和63年度 文部省在外研究員 （若手 教官）追加
所 属 職 氏
品品千 事
昭和63年度国際研究集会派遣研究員の決定者
名 研 究 集 h.. Z三 名 開 催 期 間 開 催 地
字宙プラズマ物 理の 国 際学校及び研究集｜昭和63年 8月24 日 ｜ウアレンナ工学 部｜助教授｜坂 井 純 一｜ム I I ｜ （イタリヤ）:z:;; ｜ 昭和63年9月3 日 l
人 事 異 動
異 動区 分 発令年月日 氏 名 異 動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者
63. 7 .  1 木 下 Z日11. 実務研修生 （経理部経理課） 文 部事務官 （経理部経理課） 富山大学長
採 用
II 砂 田 II.% 助手 （工学部） II 
If 女 川 博 義 助教授 （工学部） 教授 （工学部） 文 部 大臣
昇 任
If 大 住 問。 講 師 （工学部） 助教授L工学部） 富山大学長
If 丸 地 善 朗 経理部経理課長 金沢 大学経理部経 理課長 文 部 大臣
配置換
II 津 田 勲 和歌山工業高等専門学校会計課長 経理部経理課長 If 
退 職 If 加 藤 隆 司 技術補佐員 （経理部主計 課） 昭和63年6月30日限り退職した 富山大学長
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63 7. 1 島 j青 技術補佐員（ 経理 部主計 課） 昭和63年6月30日限り退職した
II 上 野 毅 稔 技術補佐員（ 経理部主計 課） 昭和63年6月30日限り退職した
II 彼 谷 年 恵 事務 補佐員（ 経 理 部経 理 課） 昭和63年6月30日限り退職した
退 職
II 高 城 政 信 技術補佐員（施設課機械操作手） 昭和63年6月30日限り退職した
II 黒 j畢i告 子 事務 補佐員（ 教育学部） 昭和63年6月30日限り退職した
II 杉 本 昭 二 臨時 用務員（ 工学部作業員） 昭和63年6月30日限り退職した
学 内 諸 報
永年勤続者の表彰
昭和63年度富山大学永年勤続者表彰式が， 5 月31日 教育学部 中 谷 口佐
閃午前11時から事務 局 大会議室において行われた。 II 中 JI! 孝
表彰式には， 各 部 局 長等多数が列席きれ， 35年勤 続 II τ口と 岡 周 日月
及び20年勤 続の1人1人に， 大井信一学長から表彰状 工学 部 石 黒 勝 夫
並びに記念品が贈られ， 引き続き学長の祝辞があり， II 西 部 慶
これに対して被表彰者 を代表して野村昇 教育学部長か 020年勤 続（30名）
ら謝辞が述べられた。 経 理 部 f雨 喜
閉 式後， 同会議室において，永年勤 続者を囲み祝賀 II 森 井 正
会が催きれ， 和やかな雰囲気のうちに終了しました。 II 高 回 正 道
表彰された方々は， 次のとおりです。 学 生 部 廃 田 浩
II 片 山 進
0 35年勤 続（ 8 名） 保健管タ
理
セン ー 中 村 同1
庶務 部 高 松 正 雄 人・理文学学
部
部 松 回 幹 夫
人・理文学部部 武 久美子 II 佐久間 克 明
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人文学部 梶 井 防 教育学部 長谷川 総一 郎
II 藤 井 行 II 山 下 三 郎
II 矢j畢 英 II 山 本 都 久
理 学 部 堀 越 叡 II 淡 ）｜｜ 典 子
II 広 岡 �、A• 夫 II 島 回 宏
II 風 巻 紀 彦 II 河 井 道 子
II 鈴 木 正 昭 経済学部 小 原 久 治
教育学部 武 回 知己 郎 工 学 部 杉 本 周 平
II 林 良 重 II 豊 本 勉
II 渡 辺 良日 II 中 谷 訓 幸
II 宇 井 啓 高
全国国立大学工学系学長懇談会の開催
去る 6 月2 1日（刈・22日休）の両日本学が 当番となり， 茨城大 学 長 里 木 剛司郎
全国国立大学工学系学長懇談会が， 本学事務局大会議 東京農工大学長 喜 多 重力
室を会場に開催された。 工学部出身の国立大学長等22 東京工業大学長 回 中 郁 コ
名のうち19名の出席を得て， 現在， 工学系 教育が抱え 東京商船大学長 内 海 博
ている諸 問題について熱心な意見交換が行われた。 当 横浜国立大学長 太 田 時 男
日の協議題及び出席者は， 次のとおり。 長岡技術科学大学長 菅 野 昌 義
なお， 会議第二日には， 黒部 川第四発 電所の見学が 信州大 学 長 北 燥 野 正
行われ， 好天に恵まれた黒部峡谷を満喫きれました。 名古屋工業大学長 太 回 正 光
〔協議題〕 豊橋技術科学大学長 本 多 波 雄
1 . 工学系分野のソ フト化への対応について 京 都 大 学 長 西 島 安 則
2 先端技術の進歩と大学における最先端研究設備 京都工芸繊維大学長 巽 友 正
導入の困難さについて 大阪大 学 長 ’ム自・包己‘、 谷 信 昭
3 . 私費留学生に対する 教育上の問題について 神戸商船大学長 目IJ 回 文 郎
4 . 国立大学 をめぐる諸問題への対応と工学系 教育 岡 山 大 学 長 高 橋 克 明
の在り方について 佐賀大 学 長 楠 回 久 男
〔出席者〕 大学入試センタ一所長 有 江 幹 男
室蘭工業大学長 小 林 晴 夫 富 山 大 学 長 大 井 信





海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外 国 出張 63. 6. 21 
教育学部 助教授 山西 潤一 中華人民共和国 中国における理科等 教育協力
63. 8. 28 
カナダ， アメ リカ 63. 6. 25 
理 学 部 教 授 松浦 郁也 合衆国，フランス， 第9回触媒国際会議及び世界イタ リア， 西ドイ 一周触媒セミナー出席 63. 7. 13 、、f
ネパール産木本植物にみられ 63. 6. 22 II II 鳴橋 直弘 ネパール る木材組織の多様性の解析 63. 9. 28 
海外研修旅行 ブラジル バレーボー ル審判技術の研修 63. 6. 13 教育学部 助教授 西川 友之 アメリカ合衆国 及びスポーツ事情の視察 63. 7. 6 
BOM A総会出席とリス ク ・ 63. 6 .  17 経済学部 II 武井 勲 アメリカ合衆国 マネ ジメン ト調査 63. 6. 26 
境 界層及び内部遷移層に関す 63 6. 19 
理 学 部 E力 手 池田 栄雄 中華人民共和国 る国際研究集会出席及び共同
研究 63. 6. 29 
カナ夕、 第9回国際触媒学会に出席及 63 6. 28 II II 高安 紀 アメリカ合衆国 び研究打合せ 63. 7. 8 
63 6. 30 
教 養 部 助教授 鈴木 邦雄 カナダ 第 四回国際昆虫学会議に出席
63. 7. 17 
学位取得者
取 得 者 工学部 助教授 西部慶一 取 得 者 工学部 助手 川崎博 幸
学位の種類 工学博士（ 東京工業大学） 学位の種類 工学博士 （京都大学）
取得年月日 昭和63年4 月30日 取得年月日 昭和63年5月23日
学位 論文名 ガラス繊維で補強した電解用二酸化鉛陽 学位論文名 気液上昇並流充填塔に おける流動と固液
極の開発とその特性 間物質移動に関する研究
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昭和63年度富山大学公開講座の実施について
一一一 健康・ スポーツ教室 一一
市民の健康・スポーツに 対する関心を高め普及するため， ジョギング＼レクリエーション・理 論と 実 際， 硬式テ
ニスを選んで． それぞ、れ専門的な理 論， 実技の 指導を行 う。
（講座 の 名称、） 健康・スポーツ 教室
（開設コース・募集人員・受講対象者）
開設コース名 募集人員 受講対象者
ジ ョ ギ ン グ コ ー ス 20 名 一般男女
レクリエーション・ 20 名 一般男女理 論 と 実 際 コ ー ス
硬 式 テニス コ ー ス 15名 t需 人（初心者）







昭和63年 8 月27日（：U～9 月17日 廿jの 下記日 程の 8日間
昭和63年9 月17日 仕）～ 9 月29日（木）の 下記日 程の 6 日間
昭和63年 12月2 1日（柑～12月25日（日）の 下記日 程の 5日 間







































14: 00～16: 00 
2時間
14: 00～16: 00 
2時間
10: 00～16: 00 
6時間









（申 込 方 法）
（申 込 期 間）
第2体育館 呉 羽 山 太閤山ランド 常願寺公園 第2体育館 呉 羽 山
12/21附 22(;f\) 23闘 24(+) 25(日）
9 : 30～12 : 30 I 9 : 30～12 : 30 I 9 : 30～12 : 30 I 9 : 30～12 : ]0 I 9 : 30～12: 30 
3時間 ｜ 3時間 ｜ 3時間 ｜ 3時間 ｜ 3時間
－ ジョギングコース 空港スポーツ 緑地陸上競技場他
・ レクリエーション・理 論と実 際コース 富山大学第 2 体育館他
－硬式テニスコース 富山大学第1 体育館
・ジョギングコース
・ レクリエーション・理 論と実 際コース





受講申込書に記入の うえ， 受講料を添えて直接大学 へ持参きれるか， 現金書留で郵送して
下さい。
・ジョギングコース 昭和63年 8 月1日 ～ 8 月25日
・ レクリエーション ・理 論と 実 際コース II 
・ 硬式テニスコース II 
～9 月15日
～ 12月19日
（申込み・問合せ先） 干930 富山市五福3190 番地 富山大学 庶務部 庶務課まで
ft(0764) 41 一 1271 （内線 2205, 2206) 
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（ 講 座 内 容）
声凶弓ー
［ジョギングコース］ 教育学部教授 山 地 啓 司
報 第296号
ウォーミング アップの方 法， トレーニング方 法とスケジュールの作り方， 走り方， コースの選定法， シュー
ズの選び方， レース への参加と準備の進め方等について
【レク リエーション・理 論と 実 際コース】 教養部 教授 稲 垣 保 彦
スポーツ・レク リエーションを歴史的に概観し， 人 聞の身 体的活動， 精神的活動がいかにして生きるカと自
己開発のよろこびに関連するかを， 軽スポーツ・野外活動 ・ゲームを通して 体験し， 余暇を有効に計 画できる
時テク人を養成する。
【硬式テニスコース】 教育学部 助教授 山 下 三 郎 教養部 助教授 北 村 潔 和
体力診断及び 体力増進法， ビデオ等による技術診断， 実技では各種ストローク， サーブ， ボレー， スマッシ
ュ等の基礎技術とゲームの進め方について
一一 外国で見たこと考 え たこと 一一
近年， 外国旅行の機会が多くなり， また日本に 滞在する外国人も多くなった。 私たちは異文化と接して新たな発
見をする， その時の基準は日本である。 異文化とともに日本についても考察する。
（ 講座 の 名称）
f開 設 期 間）
（開設日数・時間帯）
（ 募 集 人 員）
（会 場）
（ 受 講 料）
（申 込 方 法）
（申 込 期 間）
（申込み ・問合せ先）














13 11月2 日 や·Kl
1 4  4 日幽
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外国で見たこと考えたこと
昭和63年10月3 日 （月） ～11月4 日幽
14日間， 午後 6 時 ～午後 8 時
50名
富山大学教養部 201番教室
4,800 円（受講料の分納はできません。 な お， 既納の受講料は還付しません。）
受講申込書に 記入のう え， 受講料を添えて直接大学 へ持参されるか， 現金書留で郵送して
くださし、。
昭和63年 8 月 1 日～10月 1 日
告930富山市五福3190番地 富山大学庶務部庶務課まで 宮（0764 )4 1-1271 （内線 2205, 2206) 
講 座 題 目 講師氏名 所属・職 名
7ゲンダー ラ美術の発掘 小 谷 仲 男 人 文 学 部 教 授
ヒンドウの花嫁 議 口 常 俊 教 養 部 助教 授
マリ共和国（西アフリカ）の村の生活 －20年ぶりに訪ねてー 赤 阪 賢 人 文 学 部 助教 授
外国から見た日本 一日本研究（機関） を 中心にー 山野井 敦 徳 教 育 学 部 助教 授
インドネシア ー南スラベシを訪ねて 一 長谷田 生日 己 富山大学 非常勤 講師
米英の生活水準と生活観 増 回 信 彦 経 済 学 部 教 授
ヨーロッパ法と日本法 泉 田 柴 － 経済 学 部 助教 授
十万年前の氷を求めて 庄 子 理 学 部 助教 授
ベルギーの人々の生活 岡 部 俊 夫 理 学 部 助教 授
西ドイツの思い出 松 木 賢 司 工 学 部 助教 授
ロシアと宇宙科学 坂 井 純 一 工 学 部 助教 授
万里の長城からみた 中国文化 気賀j事 保 規 教 養 部 教 授
ソウル今昔 藤 本 幸 夫 人 文 学 部 助教 授
ー日でリ十 云画b間、 正五〉、 講 師 全 員
昭和63年7月1日発行 第296号








































富山大学名誉 教授の会 溝 上 茂 夫






























思師 横田嘉右衛門先生の追憶 野村 昇
横田嘉右衛門先生は明治30年に会津若松でお生まれ
になり， 金沢にあった第四高等学校から東京帝国大学
医学部薬学科に進学され， 卒業後， 近藤平三郎 教授の













































うにおぼえております。 ただ一つ， 高橋先生は 度々，
「君は富山出身だからよろしい。 他の諸君はよく聴き
たまえりと言われたのには閉口しました。 仕方がない









大きに胸打たれています。 その証拠に， 多数の 教え子
の一人ひとりに， ふさわしい短歌を枯れた字でしたた
めた色紙をくださっているのであります。 その色紙の















職 員 消 息
〈新任者住所〉 〈住所変更〉
事 務局 教育学部





B力 手 砂田 11.t 
（非鉄冶金学）








教 技 新井 甲一
主 要 行 事
第296号
8 日 定期健康診断（ 教養部2年生）
本 部｜ 9 日 第2団施設整備委員会
9～10 日 国立学校及び所轄機関等 庶務部課長会議
6月l 日 当初配分予算説明会 （於：東京 医科歯科大学）
2 日 国立大学入学者選抜研究連絡協議会第7回 10 日 第l回大学院委 員 会
中部地区協議会（於：京都会館） 第3 回評議会
2～3 日 国立大学入学者選抜研究連絡協議会第9回 国際交流担当課長会議（於：東京 医科歯科
大会（於：京都会館） 大学）
2～4 日 会計検査院会計 実地検査 構内交通対策委 員 会
6日 X線間接撮影 X線間接撮影
昭和64年度歳出概算要求説明 第 6回 補導協議会
7 日 X線間接撮影 13 日 X線間接撮影
1 1  -
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1 3～1 4日 国立大学協会第82回総会（於：学士会館）
1 4日 第1回文化部会
15日 国立大学学長会議（於：学士会館）








































22日 2 年次学生 コース別オリエンテーション
（第1日）
学部入学者選抜方法検討委員会












1 6日 紀 要編集委員会













































6月 2 日 入学試験検討委員会
係長連絡会
3 日 会計検査院会計 実地 検査































6月 1日 第 2回商議会











地 方 講習会（於： 富山県立図書館）
トリチウム科学センター
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